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調査表記入例（参考２）①名称（中央配置）
・提案技術の固有名称とし、一般名称は
避ける。

②副題（中央配置）
・「タイトル」＋「副題」のみで用途・機能の
イメージができるようなキーワード、
PRフレーズ等

③登録番号（当センターで記入）
・無記入とする。

④各年月日
・半角数字、西暦で記入する。

⑦大分類
・別紙の「施工上・使用上の条件(1)～(3)」
から該当する大分類を選択して記入する。

⑧特記事項（⑦と同様）
・ただし、⑦で選択した大分類外であっても
特記項目全リストから選択して構わない。

⑨開発会社
・新技術を開発した会社を記入
・特許出願人は必ず記載
・複数ある場合は、フォントを小さくして列挙
・担当者は先頭に記載した会社とする。

⑩提案会社兼問い合せ先

・新技術の内容及び技術的な問い合わせ
に対応可能な会社、担当者、連絡先を記入
（協会の場合は、関連(事務局等）を示す。）

・ホームページは、提案会社の製品・工法等
を掲載しているURL

⑬技術の説明
・概要の詳細説明（図表、写真等を示す）。
・写真は、提案する内容が一目で分かる
ものを添付する。

・図表等は、鮮明かつ数値や文字が読み
取れるものを使用する。

・示した写真、図表等の説明を書く

○従来はどのような技術で対応していたのか。
○どこに新規性があるのか？
（従来技術と比較して何を改善したのか）

○期待される効果は？
（新技術活用のメリットは？）

⑥区分
・該当する区分を丸数字①～⑤で選択

⑤分野
・該当する分野を丸数字①～⑦で選択
・複数分野に適用できる場合は「共通」

⑫特徴
・各項目１行以内で、簡潔に記述（３～４個程度）
・（２）ページの「従来技術との比較」を各項目で
向上したものを選び、以下の例を参考に強調
したいセールスポイントを簡潔に書く。

（例）
１．○○によるコスト縮減
２．▽▽による工程短縮
３．□□による施工性向上
４．××による環境への影響軽減

⑪概要
・「（名称①）は、～～～～～による（副題②）で
ある。」という具合で２～３行程度で記述する。



⑬

⑭

⑮

⑯
⑰

⑭⑮の内容、効果（工程・省人化・経済
性：数値）は、⑰など別欄で記述した内容
と整合させる。

例
⑭ ③作業効率向上
⑮ 工程 ①短縮（94％）
⑰ 改質時間

工程短縮効果（約94％）

調査表記入例（参考２）

従来37.5日－新技術29.2日

従来37.5日

工期短縮
＝ 22.1％

⑱

⑱施工単価等の内訳
・⑰の表の数値の根拠となる内訳を
別途作成する。

↓入力後の【】・（）も左右位置を揃える

従来267.5人－新技術244人

従来267.5人

省人化
＝ 8.8％

従来13180500円－新技術12550500円

従来267.5人

コスト縮減
＝ 4.7％

⑬キーワード
・当てはまる項目に丸数字を付ける。
自由記入欄は５語まで。

⑭開発目標
・該当する項目に丸数字①～⑬を付ける
（結果として目標を達成したもののみ選択）

⑮従来技術との比較
・比較となる従来の技術を挙げる。
・１～10の項目について
従来との比較評価①②③を選択する。
具体的に何が向上・低下したか（ ）に記入

⑯歩掛り表
・各種基準類で歩掛が設定されていれば
その出典を明記する。

・自社の歩掛の場合は「暫定」に囲み線
・暫定と記入できない場合は、理由を明記
し、「歩掛なし」と記入する。

⑳施工上・使用上の留意点
・適用採否に係る条件、設計積算に関わる
条件、現場制約などを明記する。

㉑参考資料
・「設計施工マニュアル」など参考図書を記入
（広く流布されている資料・図書でない場合、
該当部のコピーを送付する。）

（以降のページで参考資料とした出典は
ここに記載せず、各ページに記載する。）

⑲建設局事業への適用性
・建設局において適用できる事業、箇所を簡潔
に記入する。

⑲⑳㉑の記述は、記入例では２ページ目と
なっているが、１、２、４のいずれかのページ
の下部に記述する。（取りまとめ上で、余白
が発生したスペースに記述する。）

⑰施工単価等
・工程、省人化、経済性に関する従来
技術との比較表を記す。

・標準的な規模で施工した場合の単
価をその設計条件を明記して記入
する。

・一般的な施工条件での明記ができない
場合は、実施条件を例示した上で記入
する。

・正効果（改善）は プラス％
負効果は マイナス％で表示



㉒特徴の詳細説明
・調査表（１）で述べた⑫「特徴」を説明
する内容を記述する。
（⑫と一致する見出しを付ける。）

・根拠となる図表データ・写真を示しながら、
どのような効果があるのかなど特徴に結び
つく評価・考察を記載する。

（例）特徴：◎◎が向上
□□について、従来技術に比べ◎◎が向上

する。（特徴について文章化）
(1)・・・
図のとおり、従来技術は△△に対し、新技術

では〇〇となるため、従来技術に比べ◎◎が
向上する。（特徴を立証する根拠について、
図表で示しながら説明する）
(2)・・・
図のとおり、従来技術は△△に対し、新技術

では〇〇となるため、従来技術に比べ◎◎が
向上する。（特徴を立証する根拠について、
図表で示しながら説明する）
(3)・・・
図のとおり、従来技術は△△に対し、新技術

では〇〇となるため、従来技術に比べ◎◎が
向上する。（特徴を立証する根拠について、
図表で示しながら説明する）
(4)・・・
図のとおり、従来技術は△△に対し、新技術

では〇〇となるため、従来技術に比べ◎◎が
向上する。（特徴を立証する根拠について、
図表で示しながら説明する）

調査表記入例（参考２）

← 調査表（１）で挙げた
⑫「特徴」と一致した見出し

㉒



㉒つづき
・調査表（４）は、調査表（３）のつづき。

調査表記入例（参考２）

← 調査表（１）で挙げた
⑫「特徴」と一致した見出し

㉒
← 調査表（１）で挙げた

⑫「特徴」と一致した見出し

㉒

⑳

⑲

㉑

㉒特徴の詳細説明
・調査表（１）で述べた⑫「特徴」を説明
する内容を記述する。
（⑫と一致する見出しを付ける。）

・根拠となる図表データ・写真を示しながら、
どのような効果があるのかなど特徴に結び
つく評価・考察を記載する。

（例）特徴：◎◎となる□□の採用

□□について、従来技術は××で問題で
あった。一方、新技術では改善されているた
め、◎◎となる。（特徴を立証する根拠につい
て、データで示しながら説明する）

㉒特徴の詳細説明
・調査表（１）で述べた⑫「特徴」を説明
する内容を記述する。
（⑫と一致する見出しを付ける。）

・根拠となる図表データ・写真を示しながら、
どのような効果があるのかなど特徴に結び
つく評価・考察を記載する。

（例）特徴：◎◎が向上
□□について、従来技術に比べ◎◎が向上

する。（特徴について文章化）
図のとおり、従来技術は△△に対し、新技術

では〇〇となるため、従来技術に比べ◎◎が
向上する。（特徴を立証する根拠について、
図表で示しながら説明する）

㉑参考資料
・「設計施工マニュアル」など参考図書を記入
（広く流布されている資料・図書でない場合、
該当部のコピーを送付する。）

（以降のページで参考資料とした出典は
ここに記載せず、各ページに記載する。）

⑳施工上・使用上の留意点
・適用採否に係る条件、設計積算に関わる
条件、現場制約などを明記する。

⑲建設局事業への適用性
・建設局において適用できる事業、箇所を簡潔
に記入する。

⑲⑳㉑の記述は、記入例では４ページ目と
なっているが、１、２、４のいずれかのページ
の下部に記述する。（取りまとめ上で、余白
が発生したスペースに記述する。）



㉖

㉖施工実績について
・「東京都」「東京都以外」に分けて記入
（＝「東京都」発注工事の実績
現場住所が「東京都」である国、
区市町村の施工実績は下の欄に
該当）

・実績が多数の場合は、最新のものか
ら代表的なものを選択し、新しい順に
上から並べて件名を記入する。
（件名が不確かな場合は、（ ）書きで
記入）

・都実績と東京都以外の実績件数欄は、
各件数により調整可能
（上記の「㉕評価・証明【評価等の内
容】」の行も調整に活用してもよい）

・施工期間は西暦（ / / ）で記入
期間は月までの表示（日付け省略）も
可能

・公官庁発注工事については、
ＣＯＲＩＮＳ登録№を記入する。
（登録がないことが確認できている場
合は「登録なし」と記入）

・新技術を使用した施工実績があり、
発注者から評価等を得ている場合は
その内容を具体的に記入する。
（NETISの事後評価など）

※ １行で収まらない場合は文字pt下げる
（無理に日付まで入れる必要なし）

調査表記入例（参考２）

㉔

㉕

㉓実績件数
・実績がない場合は０件と記入する。
・「その他」の場合は局名を記入する。

㉔特許・実用新案
・特許証、実用新案登録証の写しを
補足資料として後日、別途提出する。

・登録が複数ある場合は、○○他□件
と記載し、別途出願人が確認できる表紙を
送付する。

㉕評価・証明
・技術審査は下記の審査証明
（財）土木研究センター
（財）先端建設技術センター

・登録番号、年月日を西暦で記入する
（証明書等の写しを補足資料として
後日、別途提出する。）

㉓

㉕の【評価等の内容】、㉖の【都実績】、
【東京都以外の実績】について、各記
述件数に応じて行の調整を行う。


